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定期テスト２ 範囲表（第１学年） 改訂版

◎実施日：９月９日（木）， ９月１０日（金）

○９月９日（木）

１校時：自美 ２校時：音体 ３校時：英語 ４校時：国語 ５校時：社会

教科 テスト範囲 学習のポイント

〇教科書P60 鉛筆で描く 〇スケッチの授業で学習したことや「色彩の

教科書P70～P72 基本・仕組み」をしっかり理解しておくこと。

美 色彩の基本・仕組み 〇鑑賞分野では，ゴッホについて出題します。

術 〇資料集P3～P5,P36～P37,P80～P81

P136～P137

〇美術の学習P4～P5,P12～P13,P26

①信夫中学校伝統曲について ①配付楽譜を見ておく。特に「校歌」は，鍵

「校歌」「応援歌」「生徒会歌」 盤と音符，歌詞など具体的に出題します。

音 ②「魔王」について ②教科書P48～51，学習帳P63，プリントから

楽 出題します。

③楽器「筝」について ③④学習帳P18，器楽教科書P41～43，プリン

④箏曲「さくらさくら」 トから出題します。

⑤箏曲「六段の調べ」 ⑤教科書P56～57，学習帳P68から出題します。

○保健分野 教科書Ｐ.６～Ｐ.１５ ○学習ノートＰ.２～Ｐ.１３

保 ○体育分野 陸上競技 ○学習ノートＰ.５６～Ｐ.５９

体 水泳 ○学習ノートＰ.６０～Ｐ.６３

バレーボール ○学習ノートＰ.７６～Ｐ.７９

○Unit 2 part 2(p.22) ○ 疑問詞が多く出てくるので，習った範囲

～Grammar for Communication の英問英答ができるようにしておくこと。

英 ３疑問詞 (p.45) ○ 書いて答えるテストなので，単語や文が

語 ＊疑問詞を用いた問題は出題す 書けるように繰り返し練習したり，ワーク

るが、教科書p.45の「Let's ブックや単元テストの問題をやり直したり

Try」は範囲からはずす。 して学習するとよい。

＊聞き取りテストを含む

＊Englishi Timeも同じ範囲

(p.14～p.35)

○教科書４６～７９ｐ，238～241ｐ ○漢字に関しても，教科書と同じ範囲から出

・ちょっと立ち止まって 題します。

・意見と根拠 ○ワークも，教科書と同じ範囲の部分を必ず

国 ・漢字に親しもう２ やっておいてください。（２回以上）

語 ・言葉の単位 ○漢字・文法ははやった分だけ点数が稼げま

・情報社会を生きる す。よく練習をしておいてください。

・詩の世界 ○単元プリントも解き直しをしてください。

・比喩で広がる言葉の世界 ○１回目よりも，記述式問題が多くなります。

・指示する語句と接続する語句 よく復習しておいてください。

○地理 教科書Ｐ.２～Ｐ.２５ ○ ワークブックの問題を繰り返し丁寧にやる。

○歴史 教科書Ｐ.２６～Ｐ.４３ ○ 太字を中心に，重要な語句の意味を理解する。

社 ○時事問題 ２～３問程度 ○ 教科書の図や資料をよく見ておく。（特に雨温

会 （スポーツ，芸能は除く） 図を読み取れるようにすること）

○ 定期テスト１の問題を解き直す。

○ ニュースを見たり，新聞を読んだりする。
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○９月１０日（金） １校時：数学 ２校時：技家 ３校時：理科

教科 テスト範囲 学習のポイント

〇復習問題（定期テスト１から出題）○範囲の太字用語の意味を説明できるようにする。

〇教科書 P.50～P.97 ○ノートを見直して「考え方」「計算のきまり」「文

数 〇数友 P.15～P.36 字式の表現方法」等を説明できるようにする。

学 〇積み上げプリント３～５ ○教科書，数友，プリントの問題をノートに解き直

※「数友」を前日の朝までに提出 す。間違えた問題はすらすらできるまでやる。

した人にボーナス点あり 〇P69,70,83,84,85の内容は特に完璧に復習しよう。

〇部活動紹介 ・コンピュータの基本操作を確認する。

・授業中配付したプリントをよく学習する。

技 特に，Word，Excelについて確認する。

術 〇コンピュータでグラフを作成しよ ・コンピュータ室の起動・終了・保存方法に

う て確認する。

※詳しくは授業で説明します。

【衣生活】

家 〇教科書Ｐ.１６２～１８３ ・教科書と学習帳は，授業で学習したところ

庭 〇学習帳Ｐ.２～９ を復習する。

〇基礎縫い（なみ縫い・まつり縫い ・基礎縫いは「基礎縫い練習拡大シート」も

・スナップつけ・糸の使い方） 使って復習する。

○教科書ｐ45～97 ・密度の計算練習をしておく。

3章 動物の分類 ・気体の発生方法と性質，捕集方法を覚える。

理 1章 身のまわりの物質とその性質 （アンモニアを除く）

科 2章 気体の性質（第1節まで） ・各動物の特徴を覚える。

○ワークｐ18～37 ・ワークだけで無く，教科書やプリントやノ

○積み上げプリント４～７ ートも必ず見直す。

（７は第１節の内容のみ） ・ガスバーナーなどの実験の基礎操作を確実に。

◎ １教科２５分のテストについて
(1) 「自美」は，前半２５分間は自習をし，後半２５分で美術のテストを行う。

(2) 「音体」，「技家」は，次の手順で行う。

① テスト開始前に，２教科分の問題と解答用紙が配付されるが，後半に実施するテ

スト（保体，家庭）は机の中にしまう。早く終わっても，後半のテストを解くこと

はしない。

② ２５分たったら後半のテストに取り組む。その間に，テスト監督の先生が前半

に実施したテスト（音楽，技術）の解答用紙を回収するので，机の上に置いてお

く。ただし，前半のテストを解くことはしない。


